
書式第１２号（法第２８条関係） 
事 業 報 告 用 

 
 
 

特定非営利活動法人  自然環境復元協会  

 
１ 事業の成果 
（１）特定非営利活動に係る事業 
 

① 環境教育及び環境人材の育成に係る活動 
 
1) 資格認定講習 

 受講者数を維持すべく、【東京】芝浦工業大学（１月１１日（土）１２日（日））と【北海道】
札幌科学技術専門学校（１０月２７日（土））にて開催し３１名の受講者であった。内訳等は以
下のとおり。 
 
令和元年度受講者数内訳 

級 人数 
上級  1 名 
中級 24 名 
初級  6 名（うち北海道 1 名） 
 
環境再生医受講者推移（直近５年）         （単位：人） 
 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 
初級 9 12 2 6 6 
中級 14 13 21 17 24 
上級 3 0 1 0 1 
合計 26 25 24 23 31 

 
 

2) 認定校制度 
 ２８２名の環境再生医初級を認定中。 
 
認定校での認定者数推移（直近５年）         （単位：人） 
 
 
 
 
令和元年度 認定校 環境再生医 取得者数 

 
認定校名 学部 申請者数 

岩手県立大学 総合政策学部 10 

岩手大学 農学部 17 

岩手大学 人文社会科学部 4 

江戸川大学 社会学部 0 

大阪産業大学 人間環境学部 6 

金沢大学 人間社会学域 0 

岐阜女子大学 家政学部 0 

令和元年度 事 業 報 告 書 

 平成 27 年 平成28年 平成29年 平成30年 令和 1 年 
認定校 247 337 212 257 282 

 
 

 



岐阜大学 応用生物科学部 4 

九州産業大学 工学部 13 

京都学園大学 バイオ環境学部 5 

甲南大学 文学部 0 

神戸女学院大学 人間科学部 7 

神戸大学 国際人間科学部 6 

実践女子大学 生活科学部 4 

芝浦工業大学 システム理工学部 21 

尚絅学院大学 総合人間科学部 3 

信州大学 農学部 31 

東京テクニカルカレッジ 環境テクノロジー科 13 

第一工業大学 工学部 0 

拓殖大学 政経学部 8 

拓殖大学北海道短期大学 農学ビジネス学科 7 

玉川大学 農学部 23 

玉川大学 リベラルアーツ学部 2 

都留文科大学 文学部 5 

東海工業専門学校金山校 昼間部 0 

東海大学 海洋学部 11 

東京農工大学 農学部 4 

常葉大学 社会環境学部 4 

長崎大学 環境科学部 5 

西日本短期大学 緑地環境学科 2 

日本工科大学校 環境建設工学科 4 

日本大学 生物資源科学部 24 

日本大学 理工学部 13 

北海道科学大学 工学部 0 

宮城大学 食産業学部 18 

宮崎大学 農学部 0 

龍谷大学 (学部共通) 8 

  合計 282 
 
 

3) 資格制度の質の向上 
・認定校（拓殖大学、東京テクニカルカレッジ専門学校）より授業の受託。 
・環境再生医へ有償案件のマッチング実施（２件）。 
環境再生医と東京テクニカルカレッジ専門学校、環境再生医と神奈川県某 SC 屋上庭園（畑）。 

・環境再生医より寄付支援（損保ジャパン） 
 

4) 資格取得者の管理（更新等） 
 更新対象者数９０名のうち５３名が更新を行った（更新率58.9％、前年度比10.4％減）。 



 
② 身近な自然環境の保全・復元・維持管理に係る活動 

 
1)レンジャーズプロジェクト 

レンジャーズ隊員の派遣を３７回（雨天中止含まず）行い、３９４人の参加があった（企
業・認定校のレンジャーズは除く）。また、新型コロナウイルス感染拡大防止で３月の活動は
全て中止となった。 
 隊員登録数は３，４８１名。（３月３１日現在） 
 横浜市内での実施はＮＰＯ法人よこはま里山研究所と協働で行った。 
 また、ＮＰＯ法人よこはま里山研究所が横浜市より受託した事業「森づくりボランティア
体験会」の一部業務をレンジャーズプロジェクトが受託し、隊員を 7 回派遣した。 
 ３団体（株式会社イーウェル、NPO 法人フュージョン長池、拓殖大学）から受託したプロ
グラムを実施した。 
 

2) 大阪マラソン 2019 
 大阪マラソン 2019 公式寄付先団体としての選定を受け、大阪府内の自然環境保全活動を
促進するおおさかレンジャーズプロジェクトを行った。地域に密着し、大阪府内の自然環境
保全活動を行っている環境 NPO の人手不足を解消すると共に、保全フィールドを次世代に
つなぐことを目的に「レンジャーズプロジェクト」を大阪府内 3 か所（大阪城公園・高槻市
内の芥川・枚方市穂谷の里山）にて実施した。 
2019.04.20 農作業で汗かきミッション！ in 穂谷の里山 
2019.05.18 魚とひとのための川づくり！ in 芥川緑地 
2019.06.02 お城の森の環境保全 in 大阪城公園 
2019.07.20 お城に見守られながら美しい景観を守ろう in 大阪城公園 
2019.09.21 収穫の秋に！農家のお手伝い in 穂谷の里山 
2019.10.19 ひとと魚にやさしい川づくり！ in 芥川緑地 
2019.11.09 マラソン大会間近！大阪城の景観を守ろう in 大阪城公園 
2019.12.14 紅葉狩りもギリ間に合う？！公園の景観を守ろう in 大阪城公園 
2020.01.25 公園をきれいにして良い一年に！ in 大阪城公園 
2020.02.15  農家さんの冬仕事を体感しよう in 穂谷の里山 
2020.03.21 大阪の水辺環境を守ろう！ in 芥川緑地 
 

3) 三井住友銀行ボランティア基金 2018 年度（フィランソロピーバンク） 
レンジャーズリーダー増員の為の募集ツールの作成、企業協賛獲得に向けたプランの作成

やツールの作成などを行い、レンジャーズプロジェクトのリーダー不足と資金不足の課題解
決に取り組んだ。 

 
4) Panasonic NPO サポートファンド 2019 年度 環境分野 継続助成 

レンジャーズプロジェクトの資金不足解決の為、専門家の助言指導を受けながら企業協賛
獲得に向けた取り組みをしている。その他、更なるリーダー増員の為に環境再生医との連携、
業務効率化の為の業務改善に取り組む。 
 なお、本助成金事業は、2020 年 1 月より開始し、2020 年 12 月まで実施する。 

 
③ 農山漁村の活性化及び環境保全型農林業に係る活動 

 
1) ふるさと未来創造事業 

 農林水産省「平成３１年度農山漁村振興交付金」の採択があった地域協議会等より受託して
以下の業務を行った。 
 

団体名称／地域 内容 
石巻みらい農泊推進協議会
／宮城県石巻市 

水産業を中心としたコンテンツ造成、プロモーション媒体
作成、組織体制確立を行った。 

石川町農泊実施協議会／福
島県石川郡石川町 

環境保全型農業やホタル観察会を中心としたコンテンツ
造成、プロモーション媒体作成、組織体制確立を行った。 

さんむ農泊推進協議会／千
葉県山武市 

飲食店（洋食・寿司等）や環境保全型農業、観光農園等の
多様な主体 26 団体による多彩なコンテンツ造成、プロモ
ーション媒体作成、組織体制確立を行った。 

長柄町林業体験型宿泊推進 ログハウスのセルフビルドプログラムの構築、プロモーシ



協議会／千葉県長柄町 ョン媒体作成、組織体制確立を行った。 
たかす農泊実施協議会／岐
阜県郡上市高鷲地区 

修験体験プログラム・じんだ料理等を核としたコンテンツ
造成、プロモーション媒体作成、組織体制確立を行った。 

種子島・伊関農泊推進協議
会／鹿児島県西之表市伊関 

サトウキビ・黒糖を中心としたコンテンツ造成、プロモー
ション媒体作成、組織体制確立。 

 
2) 静岡トヨタ自動車(株) ハイブリッド基金助成事業 

 松崎町石部棚田の上流域にホタル水路を新たに造成した。このために必要となる山林土地
所有者や土地管理者との合意を得、地域のホタルの専門家と共に調査・計画策定を行い、ホ
タルの生息環境づくりを今年度は11回・延べ30人で行った。 
 

3) 湘南国際マラソン2019 
 湘南国際マラソン2019の公式寄付先団体として選定を受け、東日本大震災ならびに福島第
一原発事故によって被害を受けた地域にて、ふたたび自然と共に生きる地域社会を創るべく、
被災地における自然を活かした地域再生活動を行った。 
 
 自然資源を活かしたツーリズムの支援 

 岩手、宮城、福島各県の沿岸被災地では、観光や視察で訪れる人の数が伸び悩み、風化
への懸念が強まっている。中でも、被災者らが震災の体験や教訓を話す「語り部」ガイド
の利用者はピークから大きく減少し、震災の伝承に関わる団体や個人は、将来的な活動継
続への危機感を募らせている。 
 岩手県沿岸部で2010年582万人が2016年387万人。宮城県気仙沼・石巻圏で805万人が55
1万人。福島県浜通りで1,615万人が1,067万人と40％近く減少している。（2018年3月時点） 
 豊かな生物種や水産資源、美しい風景をもちつつも、震災をきっかけに減少してしまっ
た観光客。地域の魅力や自然の豊かさを多くの方に知ってもらい、守るべき環境財産とし
てこれからも保全していくべく、岩手県内沿岸部・福島県を含めた東北のグリーン・ツー
リズムやエコツーリズム実施団体等をマッピング化しプロモーションに努めた。 
URL：http://www.narec.or.jp/report/5955/ 

・子どもたちへの自然体験支援（宮城県気仙沼市舞浜地区） 
 東日本大震災により、津波で破壊された気仙沼の海岸線では防波堤を建てる復旧復興工事
が開始されたため、子どもたちが簡単には海に近づけない状態になった。 
 気仙沼市の一部では地域住民の希望により浜辺を守ることができた。この浜辺や漁港を活
かして、この海を好きになり、一緒に守り浜をもっと活性化させたいという思いから、海を
楽しみ、知るイベントの支援を行い、地域の子どもたちと海との関係を取り戻す自然体験プ
ログラムが開催された。 

 
④ 自然体験学習に係る活動 

特になし 
 

⑤ テキスト等の出版に係る活動 
特になし 
 

⑥ 社会啓発や情報発信等に係る活動 
ニュースレターの様式を事例報告から活動報告３回(全 4 頁)と年次報告１回（全 8 頁）と全体的
に変更して発行した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月・No 内 容 
7 月 
No.64 

2018 年度年次報告書 
 

10 月 
No.65 

特集 大阪マラソンチャリティレポート 
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト 
インターン活動報告 

1 月 
No.66 

特集 大阪マラソンチャリティレポート 
環境教育委員会 
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト 

3 月 
No.67 

特集 環境再生医試験 
事業レポート ふるさと未来創造プロジェクト、レンジャーズプロジェクト 
インターン説明会、活動報告 



 
⑦ 自然環境の復元の学術的発展に貢献する活動 

特になし 
 
（２）その他の事業 
   なし 

 
 
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【25,710】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

① 環境教育及
び環境人材
の育成に係
る活動 

1) 資格認定講習 
2) 認定校制度 
3) 資格制度の質の向上 
4) 資格取得者の管理（更

新等） 

1) 10/27、
1/11-1
2 

2) 通年 
3) 通年 
4) 通年 

1) 北 海
道、東
京都 

2) 全国 
3) 東京、

神奈川 
4) 全国 

1) 10人 
2) 3人 
3) 3人 
4) 3人 

1) 受講者 
2) 認定者 
3) 参加者 
4) 更新者 

1) 31 人 
2)282 人 
3) 70人 
4) 53人 

3,021 

② 身近な自然
環 境 の 保
全・復元・
維持管理に
係る活動 

1) レンジャーズプロジェ
クト 

2) 大阪マラソン2018 
3) 三井住友銀行ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

基金2018年度 
4) Panasonic NPOサポ

ートファンド2019年度
 環境分野 継続助成 

1) 通年 
2) 通年 
3) 通年 

 
4) 1月～ 

1) 埼 玉
県、東
京都、
神奈川
県 

2) 大阪府 
3) 東京 
4) 東京 

1)5人 
2)10人 
3)4人 
4)4人 

1) 登録者 
2) ランナ

ー・ 
ﾁｬﾘﾃｨｰ
ﾗﾝﾅｰ 

3) 登録者 
4) 登録者 

1)3,481
人 

2)33,000
人・ 
30人 

3)3,481
人 

4)3,481
人 

8,920 

③ 農山漁村の
活性化及び
環境保全型
農林業に係
る活動 

1) 農山漁村振興交付金 
2) 湘南国際マラソン2019 

1) 通年 
2) 通年 

1) 宮城県
石 巻
市、福
島県石
川郡、
千葉県
山 武
市、千
葉県長
柄町、
岐阜県
郡 上
市、鹿
児島県
西之表
市 

2) 岩 手
県、宮
城県、
福島県 

1)3人 
2)10人 

1) 協議会
構成員
等 

2) 団体ラ
ンナー 
・ 
ﾁｬﾘﾃｨｰ
ﾗﾝﾅｰ 

1)30人 
2)25,200
人・ 
4人 

12,940 

④ 自然体験学
習に係る活
動 

特になし      0 



⑤ テキスト等
の出版に係
る活動 

特になし      0 

⑥ 社会啓発や
情報発信等
に係る活動 

ニュースレター 
 

年 4 回 
 

東京 
 

4 人 
 

発送数 1,260 人 826 

⑦ 自然環境の
復元の学術
的発展に貢
献する活動 

特になし      0 

 

 
（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

なし なし     

 



書式第１３号（法第２８条関係）

令和元年度　活動計算書（その他事業がない場合）
特定非営利活動法人 自然環境復元協会

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 1,467,000

正会員受取会費 594,000
賛助会員受取会費 872,000
受取入会金 1,000

２　受取寄附金 11,888,234
受取寄附金 11,888,234

３　受取助成金等 1,178,000
受取補助金 0
受取助成金 1,178,000

４　事業収益 20,770,640
事業収益 3,189,000
受託金収益 16,595,000
その他事業収益 986,640

５　その他の収益 190,231
受取利息 110
雑収益 190,121

経　常　収　益　計 35,494,105
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 14,001,067

給料手当 7,686,516
賞与 562,413
臨時雇賃金 3,590,538
通勤費 741,797
法定福利費 1,349,646
福利厚生費 70,157

（２）その他経費 11,708,966
業務委託費 1,497,883
諸謝金 342,000
印刷製本費 271,660
会議費 352,062
旅費交通費 2,863,536
車両費 53,680
リース料 670,911
車両燃費費 69,833
通信運搬費 560,282
消耗品費 703,589
広告費 630,180
水道光熱費 100,231
地代家賃 807,378
賃借料 148,614
委託手数料 108,901
会計士報酬 137,700
保険料 53,937
諸会費 562,798
租税公課 896,853
研修費 2,000
支払手数料 703,688
支払利息 14,728
雑費 156,522

事業費計 25,710,033

事 業 報 告 用



２　管理費
（１）人件費 1,478,711

給料手当 870,452
賞与 70,587
パート・アルバイト料 299,338
通勤費 70,091
法定福利費 157,342
福利厚生費 10,901

（２）その他経費 738,463
印刷製本費 12,518
会議費 14,992
旅費交通費 3,578
リース料 51,686
通信運搬費 49,050
消耗品費 66,346
水道光熱費 17,685
地代家賃 269,106
賃借料 5,061
委託手数料 19,219
会計士報酬 24,300
保険料 9,527
諸会費 5,277
租税公課 157,891
支払手数料 8,129
雑費 24,098

管理費計 2,217,174
経　常　費　用　計 27,927,207
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 7,566,898
【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益
過年度損益修正益

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損
過年度損益修正損

経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 7,566,898

法人税、住民税及び事業税　・・・④
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 14,123,247

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 21,690,145



書式第１６号（法第２８条関係）

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

【重要な会計方針】

(1).棚卸資産の評価基準及び評価方法
　該当ナシ
(2).固定資産の減価償却の方法
　有形固定資産：定率法
　無形固定資産：該当ナシ
(3).引当金の計上基準
　貸倒引当金:該当ナシ
　賞与引当金:該当ナシ
　退職給付引当金:該当ナシ
(4).施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理：該当ナシ
(5).ボランティアによる役務の提供

(6).消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、内税方式によっています。

【会計方針の変更】
平成26年度よりNPO法人スタイルの会計ソフトに変更しております。
【事業費の内訳】
　事業費の明細は別表の部門別実績集計表を参照願います。

【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】
[税込]（単位：円）

内容 金額

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】
[税込]（単位：円）

内容 金額

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込]（単位：円）

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

合計

【固定資産の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

0 0 該当ナシ

合計 0 0 0 0 0

【借入金の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 0 0 0 0
長期借入金 1,200,000 0 680,000 520,000

合計 1,200,000 0 680,000 520,000

【役員及びその近親者との取引の内容】
　役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込]（単位：円）

科目

旅費交通費

活動計算書計

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の
  状況を明らかにするために必要な事項】

2,843,261 130,000

2,843,261 130,000

令和元年度　　財務諸表の注記

　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人
会計基準協議会）によっています。

ボランティアによる役務の提供はありましたが、その役務に関する会計上の処理は行いません。

備考
該当ﾅｼ

財務諸表に計上された
金額

内役員及び近親者との
取引

算定方法
該当ナシ

算定方法
該当ナシ



１　環境教育及
び環境人材育
成部門

２　身近な自然
環境の保全部
門

３　農山漁村の
活性化部門

４　自然体
験学習に係
る活動

５　テキスト
等の出版に
係る活動

６　社会啓発や
情報発信部門

７　自然環境の復
元の学術的発展に
貢献する活動 合計

勘定科目名称
《経常増減の部》
【経常収益】
【受取会費】
正会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0
賛助会員受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0
受取入会金 0 0 0 0 0 0 0 0
受取会費　計 0 0 0 0 0 0 0 0
【受取寄付金】
受取寄付金 76,000 8,933,609 1,532,760 0 0 1,200,000 0 11,742,369
受取寄付金  計 76,000 8,933,609 1,532,760 0 0 1,200,000 0 11,742,369
【受取助成金等】
受取助成金 0 375,000 233,000 0 0 0 0 608,000
受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0
受取補助金 0 0 0 0 0 0 0 0
受取助成金等  計 0 375,000 233,000 0 0 0 0 608,000
【事業収益】
事業　収益 3,189,000 0 0 0 0 0 0 3,189,000
受託事業収益 0 0 16,595,000 0 0 0 0 16,595,000
その他事業収益 248,060 738,580 0 0 0 0 0 986,640
事業収益  計 3,437,060 738,580 16,595,000 0 0 0 0 20,770,640
【その他収益】
受取　利息 0 0 0 0 0 0 0 0
雑　収　益 45,500 123,520 5,170 0 0 0 0 174,190
その他収益  計 45,500 123,520 5,170 0 0 0 0 174,190
経常収益  計 3,558,560 10,170,709 18,365,930 0 0 1,200,000 0 33,295,199
【経常費用】
【事業費】
（人件費）
給料　手当(事業) 562,644 2,721,269 4,017,055 0 0 385,548 0 7,686,516
賞　　　与(事業) 45,299 183,537 316,496 0 0 17,081 0 562,413
臨時雇賃金 1,291,580 684,034 1,589,967 0 0 24,957 0 3,590,538
通　勤　費(事業) 153,521 234,262 338,406 0 0 15,608 0 741,797
法定福利費(事業) 102,720 466,919 720,478 0 0 59,529 0 1,349,646
福利厚生費(事業) 5,460 11,383 52,586 0 0 728 0 70,157
人件費計 2,161,224 4,301,404 7,034,988 0 0 503,451 0 14,001,067
（その他経費）
業務委託費 128,898 423,320 790,000 0 0 155,665 0 1,497,883
諸　謝　金 9,000 53,000 280,000 0 0 0 0 342,000
印刷製本費(事業) 10,356 86,931 101,123 0 0 73,250 0 271,660
会　議　費(事業) 15,411 88,805 246,846 0 0 1,000 0 352,062
旅費交通費(事業) 151,506 1,030,056 1,680,743 0 0 1,231 0 2,863,536
車　両　費(事業) 0 27,720 25,960 0 0 0 0 53,680
リース料(事業) 25,855 52,389 589,215 0 0 3,452 0 670,911
車両燃費費(事業) 0 0 69,833 0 0 0 0 69,833
通信運搬費(事業) 64,460 173,492 314,260 0 0 8,070 0 560,282
消耗品　費(事業) 33,174 310,937 329,395 0 0 30,083 0 703,589
消耗器具備品費(事業) 0 0 0 0 0 0 0 0
修　繕　費(事業) 0 630,180 0 0 0 0 0 630,180
広　告　料(事業) 8,845 17,922 72,287 0 0 1,177 0 100,231
水道光熱費(事業) 214,224 265,890 299,274 0 0 27,990 0 807,378
地代　家賃(事業) 70,457 57,130 20,689 0 0 338 0 148,614
賃  借  料(事業) 9,610 19,474 78,536 0 0 1,281 0 108,901
減価償却費(事業) 12,150 24,624 99,306 0 0 1,620 0 137,700
保　険　料(事業) 4,761 9,647 38,896 0 0 633 0 53,937
諸　会　費(事業) 2,639 495,246 64,561 0 0 352 0 562,798
租税　公課(事業) 78,951 160,903 646,473 0 0 10,526 0 896,853
研　修　費 0 2,000 0 0 0 0 0 2,000
支払手数料(事業) 8,386 646,125 44,132 0 0 5,045 0 703,688
支払寄付金(事業) 0 0 0 0 0 0 0 0
支払　利息(事業) 0 0 14,728 0 0 0 0 14,728
雑　　　費(事業) 12,043 43,430 99,443 0 0 1,606 0 156,522
その他経費計 860,726 4,619,221 5,905,700 0 0 323,319 0 11,708,966
事業費  計 3,021,950 8,920,625 12,940,688 0 0 826,770 0 25,710,033
経常費用  計 3,021,950 8,920,625 12,940,688 0 0 826,770 0 25,710,033
経常外費用  計 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常増減額 536,610 1,250,084 5,425,242 0 0 373,230 0 7,585,166

令和元年度　事業費の内訳



書式第１５号（法第２８条関係）

令和元年度　貸借対照表
特定非営利活動法人　 自然環境復元協会

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金 19,568,951
未収収益 4,150,200
前払費用 198,902

流動資産合計　・・・① 23,918,053
２　固定資産

（１）有形固定資産 0
機械及び装置 0

（２）無形固定資産 0
0

（３）投資その他の資産 514,600
出資金 350,000
敷金 164,600

固定資産合計　・・・② 514,600

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 24,432,653

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　流動負債

未払金 933,268
預り金 154,240
前受金 1,135,000

流動負債合計　・・・③ 2,222,508
２　固定負債

長期借入金 520,000

固定負債合計　・・・④ 520,000
負　債　合　計　③＋④ 2,742,508
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 14,123,247
当期正味財産増減額 7,566,898

正　味　財　産　合　計 21,690,145

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 24,432,653

事 業 報 告 用



書式第１７号（法第２８条関係）

令和２年度　財産目録
特定非営利活動法人　自然環境復元協会

         （単位：円）
科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金 19,568,951
現金 78,376
三菱UFJ銀行普通預金 15,789,335
ゆうちょ銀行 3,684,143
郵便振替口座／一般 11,911
郵便振替口座／会費 5,186

未収金 4,150,200
未収収益 4,150,200

前払費用 198,902
次期経費諸口 198,902

流動資産合計　・・・① 23,918,053
２　固定資産

（１）有形固定資産

（２）無形固定資産

（３）投資その他の資産
敷金 350,000

齋藤耕之 350,000

出資金 164,600
東京コミュニティパワーバンク 164,600

固定資産合計　・・・② 514,600

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 24,432,653

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　流動負債

未払金 933,268
事務費管理費諸口 933,268

預り金 154,240
源泉徴収税・社会保険料 154,240

前受金 1,135,000
1,135,000

流動負債合計　・・・③ 2,222,508
２　固定負債

長期借入金 520,000
日本政策金融公庫 520,000

固定負債合計　・・・④ 520,000

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 2,742,508

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 21,690,145

事 業 報 告 用
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